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寺
尾
東
海
の
韻
学
と
荻
生
狙
篠

一

荻
生
狙
篠
に

『韻
業
』
と
い
う
書
が
あ
り
、
『
荻
生
狙
篠
全
集
』
（筑
摩
書

一房
）
第
二
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
同
全
集
の
解
題

（戸
川
芳
郎
）
に
は
、

『韻
業
』
は
、
写
本
で
伝
わ

っ
て
い
て
、
刊
本
は
見
な
い
。
現
在
、
調

査
し
え
た
伝
本
は
、
二
本
。

一
は
、
関
西
大
学
図
書
館
泊
園
文
庫
に
蔵
す
る

一
本

（以
下
、
「泊
園

本
」
と
略
称
）
。

二
は
、
国
立
国
会
図
書
館
に
蔵
す
る

一
本

（以
下
、
「
国
会
本
」
と
略

称
）。

と
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の

『韻
築
』
に
つ
い
て
、

近
有

一
盗
僧
、
使
其
徒
遊
余
門
、
学
要
略
、
而
潜
霜
其
秘
、
以
雑
喰
墜
、

題
以
韻
築
、
云
物
茂
卿
所
著
、
以
証
世
俗
、
易
而
求
高
価
、
又
更
改
題

日
、
云
己
所
述
、
以
騎
於
人
、
可
謂
請
張
為
幻
実
、
不
菅
請
張
為
幻
、

岡

島

昭

浩

所
雑
之
喰
墜
者
、
大
賊
夫
人
之
子
。

と
い
う
こ
と
を
書
い
て
い
る
文
献
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
人
の
学
説

を
狙
篠
の

『韻
業
』
で
あ
る
と
称
し
て

（「喰
唾
」
は
寝
言
）
高
く
売
り
、

世
俗
を
証
か
し
て
い
る
盗
僧
が
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
う
言
わ
れ
れ
ば
、
狙
篠
の

『韻
柔
』
は
、
江
戸
時
代
の
書
籍
目
録
類
に

見
え
ず
。
韻
学
書
を
列
挙
し
た
文
雄

『
磨
光
韻
鏡
余
論
』
に
も
見
え
な
い
。

文
雄
は
、

眼
之
所
経
載
干
此
。
尚
恐
有
遺
逸
上
来
三
十
六
家
四
十
八
部
計

一
百
五

十
許
巻
。

と
、
韻
学
書
の
収
集
に
努
め
て
お
り
、
太
宰
春
台
と
交
渉
が
あ

っ
た
の
だ
か

ら
、
狙
篠
の
韻
学
書
が
あ
れ
ば
手
に
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
が
、

見
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
あ
る

（後
掲
の
年
表
の
よ
う
に
、
現
存

「
韻
案
」

識
語
は
文
雄
が
江
戸
に
い
た
こ
ろ
で
あ
る
。
『
韻
案
』
の
識
語
は
享
保
九
年

で
、
狙
篠
は
享
保
十
三
年
に
亡
く
な

っ
て
い
る
。
）
。

狙
篠
に

『
韻
案
』
の
書
の
あ

っ
た
こ
と
自
体
は
、
服
部
南
郭

「物
夫
子
著



述
書
目
記
」
（宝
暦
三
年
記
）
に
見
え
る

（後
掲
年
表
参
照
）
。

琉
球
聘
使
記

一
巻
、
幽
蘭
譜
抄

一
巻
、
琴
学
大
意
抄

一
巻
、
文
変

一
巻
、

韻
業

一
巻
、
満
文
考

一
巻
、
葬
礼
略

一
巻
、
詩
題
苑

一
巻
、
南
留
別
志

五
巻
、
広
象
碁
譜

一
巻
。
右
十
部

一
時
戯
作
又
小
而
排
物
爾
、
不
必
当

弘
行
者

狙
篠
に

『韻
業
』
と
い
う
書
が
あ

っ
た
の
は
南
郭
の
記
録
に
よ
り
伺
え
る

の
で
あ
る
が
、
は
た
し
て
現
存
の

『
韻
薬
』
が
、
狙
篠
の
書
い
た
も
の
で
あ

る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
狙
篠
に
仮
託
し
た
別
も
の
で
あ
る
の
か
、
考
え
る
必

要
が
あ
ろ
う
。

二

前
掲
の
文
は
、
『解
経
秘
蔵
要
略
』
と
い
う
書
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
あ
と
、

夫
浪
華
者
、
天
下
四
通
之
地
也
、
盗
僧
唱
之
、
其
徒
和
之
、
則
毒
流
於

四
海
、
余
不
忍
忽
然
見
之
、
因
欲
刻
解
経
秘
蔵
、
公
諸
天
下
、
以
発
其

贋
、
而
無
彙
装
之
供
其
費
、
今
珊
称
貸
、
先
刻
要
略
、
自
院
始
云
爾
。

と
続
く
。
こ
の
序
文
の
筆
者

で
あ
り
、
こ
の
著
の
著
者
で
あ
る
の
は
、
「讚

州
　
東
海
　
寺
尾
正
長
字
子
長
」
で
あ
る
。
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
『浪

華
郷
友
録
』
（安
永
四
年
版
）
に
、

寺
尾
伊
織
　
土
佐
堀
玉
水
町

源
正
長
、
字
は
子
長
、
東
海
と
号
す
、
又
扶
桑
園
と
号
す
、
音
韻
学

に
精
し

と
あ
る
。

『
解
経
秘
蔵
要
略
』
は
、
こ
の
序
文
の
書
か
れ
た
天
明
元
年
に
浪
華
書
誌

大
野
木
市
兵
衛

（彫
刻
　
川
崎
忠
蔵
）
に
よ

っ
て
刊
行
さ
れ
て
い
る

（博
桑

園
蔵
版
）
。
内
容
は
、

六
書
、
字
体
変
更
、
音
韻
、
吸
音
律
図
、
呼
音
律
図
、
四
声
、
四
字

一

紐
、
或
六
字

一
紐
総
帰

一
入
、
五
音
、
五
音
清
濁
、
五
音
相
通
音
、
天

地
自
然
五
音
総
括
図
、
字
音
軽
重
兼
備
、
韻
母
、
八
十
四
韻
目
、
十
二

疇
序
、
直
音
訓
序
、
正
直
音
訓
、
傍
直
音
訓
、
同
音
訓
序
、
正
同
音
訓
、

傍
同
音
訓
、
類
同
音
訓
、
協
同
音
訓
、
同
韻
訓
序
、
正
同
韻
訓
、
傍
同

韻
訓
、
音
義
二
合
訓
序
、
音
義
二
合
訓
、
合
音
訓
序
、
合
音
訓
、
同
字

訓
序
、
同
字
訓
、
借
義
訓
序
、
借
義
訓
、
古
音
徴
、
四
声
動
声
訓
、

か
ら
な
る
。
大
阪
図
書
出
版
業
組
合

『享
保
以
後
／
大
阪
出
版
書
籍
目
録
』

２

九
二
一〇

に
は
、

解
経
秘
蔵
要
略

　
一
冊

作
者
　
寺
尾
伊
織
　
江
戸
堀

一
丁
目

板
元
　
秋
田
屋
市
兵
衛
　
安
堂
寺
町
五
丁
目

出
願
　
天
明
元
年
間
五
月

許
可
　
天
明
元
年
七
月
七
日

と
あ
る
。
他
に
、
こ
の
目
録
に
は
、

韻
鏡
古
音
正
図
丼
　
一
一冊

作
者
　
寺
尾
伊
織
　
玉
水
町

板
元
　
吉
文
字
屋
市
兵
衛
　
木
挽
町
中
之
町

板
元
　
河
内
屋
喜
兵
衛
　
南
久
太
郎
町
六
丁
目

出
願
　
安
永
三
年
十

一
月



許
可
　
安
永
三
年
十
二
月
十

一
日

陰
符
経
摘
玄

作
者
　
寺
尾
東
海
　
農
人
橋

一
丁
目

板
元
　
藤
尾
弥
兵
衛
　
一員
麗
橋

一
丁
目

出
願
　
天
明
八
年
八
月

を
載
せ
る
。

『韻
鏡
古
音
正
図
』
は
、
国
会
図
書
館

の
み
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
整
版
本

で
あ
る
が
、
書
騨
名
は
手
書
き
で
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
上
巻
が

「韻
鏡

古
音
正
図
」
、
下
巻
が

「韻
鏡
古
音
正
図
排
」
で
あ
る
。
下
巻
の
内
容
は
、

題
例
三
章
　
正
固
排
　
韻
母
排
　
内
外
轄
排
　
開
合
耕
　
五
音
排
　
七

音
清
濁
排
　
四
聾
排
　
字
母
耕
　
華
音
塀
　
軽
重
横
呼
耕
　
反
切
排

で
あ
る
。

前
掲
の
要
略
序
文
に
資
金
不
足
で
出
せ
な
か

っ
た
と
あ
る

『解
経
秘
蔵
』

は
、
天
明
五
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
三
巻
か
ら
な
り
、
巻
上
は

「要
略
」

を
増
補
し
た
も
の
。
巻
中
下
に
韻
鏡
四
十
三
転
を
改
訂
し
た
四
十
八
図
を
載

せ
る
。
中
巻
が
二
十
六
図
あ
り
撥
韻
尾
を
持

つ
も
の
、
下
巻
が
二
十
二
図
あ

り
撥
韻
尾
の
な
い
も
の
、
と
な

っ
て
い
る
。

巻
上
の
内
容
は
、
東
海
寺
尾
正
長
の
安
永
四
年
の
序
に
続
き
、
石
井

一
貫

の
天
明
五
年
の
序

（後
刷
に
は
、
寛
政
八
年
の
羽
富
謙
伯
益
の

「解
経
秘
蔵

大
旨
」
が
あ
る
）
の
あ
と
、

六
書
、
形
声
論
、
仮
借
論
、
字
体
変
更
、
音
韻
、
四
声
論
、
四
字

一
紐
、

或
六
字

一
紐
総
帰

一
入
、
五
音
、
五
音
清
濁
、
五
音
相
通
音
、
天
地
自

然
五
音
総
括
図
、
字
音
軽
重
兼
備
論
、
韻
母
論
、
合
韻
八
十
四
目
、
十

二
疇
、
正
直
音
訓
、
傍
直
音
訓
、
正
同
音
訓
、
傍
同
音
訓
、
類
同
音
訓
、

協
同
音
訓
、
正
同
韻
訓
、
傍
同
韻
訓
、
音
義
二
合
訓
、
合
音
訓
、
同
字

訓
、
借
義
訓
、
古
音
徴
、
四
声
動
声

で
あ
り
、
『
要
略
』
と
ほ
ぼ
共
通
す
る
が
、
『
解
経
秘
蔵
』
に
は
、
狙
篠
な
ど

の
名
や
剰
病
の
こ
と
は
見
え
な
い
。

『
国
書
総
目
録
』
未
載
の
も
の
と
し
て
、
九
州
大
学
文
学
部
蔵

の

『
三
音

矩
』
が
あ
る
。
写
本
、
大
本
二
冊
で
上
下
三
巻
、
上
は
墨
付
３７
丁
、
下
は
１８

丁
、
上
巻
巻
頭
に
、

嶋
昌
永

東
海
新
先
生
著
　
浪
華
　
蕃
右
美
　
同
校

青
喜
平

と
あ
り
、
下
巻
巻
末
の
跛
文
に

「安
永
元
年
之
春
　
新
正
秀
識
」
と
見
え
る
。

本
文
中
に

「
余
が
韻
鏡
古
音
正
図
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
寺
尾
東
海
の
著

に
間
違

い
な
い
が
、
こ
の
識
語
の
時
点

で
は
、
韻
鏡
古
音
正
図
は
未
刊

で

あ

っ
た
。
こ
の
書
に
は
、

京
師
の
沙
門
文
雄
と
云
者
、
春
台
先
生
に
従
て
音
韻
を
学
で
磨
光
韻
鏡

を
著
せ
り
。
其
三
音
を
見
る
に
正
音
を
知
る
こ
と
な
し

（上
７
ウ
）

な
ど
、
文
雄

へ
の
攻
撃
が
多
く
、
太
宰
春
台
に
つ
い
て
も
、

台
翁
は
狙
来
先
生
に
従
し
故
、
経
学
は
少
く
美
な
れ
共
、
韻
に
は
甚
疎

き
人
也

と
し
て
い
る
が
、
狙
篠
の
韻
学
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。

な
お
、
東
北
大
狩
野
文
庫
蔵
の

『説
文
字
母
考
』
は

「南
宮

隠
士
貫
道

南
宮
金
閣
主
人
貫
道
補
遺
　
寺
尾
正
長
子
長

学
」
と
あ
る
も
の
で
、
韻
学



に
関
す
る
言
及
は
見
あ
た
ら
な
い
。
静
嘉
堂
文
庫
蔵
の

『
用
辞
則
』
は
未
見

で
あ
る
。

祖
篠
の
も
の
で
も
な
く
、
東
海
の
も
の
で
も
な
い
が
、
本
稿
で
示
す
べ
き

文
献
と
し
て
、
『唐
韻
指
迷
』
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
狙
篠
の

韻
学
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。
湯
沢

（
二
〇
〇
六
）
で
、
『
韻
業
』
に
つ

い
て
、
「
後
の
書
に
こ
の
書
の
名
前
が
現
れ
て
い
る
と
い
う
報
告
を
聞
か
な

い
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
の

『唐
韻
指
迷
』
は
、
書
名
こ
そ
出
て
こ
な
い
も

の
の
、
「
狙
篠
翁
」
と
あ
る
も

の
は
、
『
韻
案
』
に
見
え
る
も

の
で
あ
る
。

『
国
書
総
目
録
』
で
は
、
「
大
阪
出
版
書
籍
目
録
に
よ
る
。
」
と
す
る
の
み
。

岡
島
蔵
。
小
本

一
冊
。
寛
政
己
未
十

一
月
、
慮
洲
小
田
真
卿
序
、
尾
形
貞
斎

自
序
。
内
題
に
は

「摂
城
後
進

尾
形
居
平
貞
斎
述
」
と
あ
る
。
『大
阪
出
版

書
籍
目
録
』
に
も
、

唐
韻
指
迷

　

一
冊

作
者
　
尾
形
貞
斎
　
古
金
町

河
内
屋
太
介
　
雛
屋
町

願
　
寛
政
十

一
年
十
月

許
　
　
　
　
　
　
　
　
　
廿
七
日

と
あ
り
、
内
容
は
、

音
韻
探
正
之
辮
　
四
声
之
丼

附
唐
音
相
通
例
　
内
外
転
軽
重
秘
国
　
内

外
転
軽
重
秘
訣
　
五
音
之
排
　
協
韻
之
排
　
入
聾
字
転
平
例
　
唐
韻
秘
訣

唐
韻
秘
伝
　
国
字
韻
鏡
反
切
之
口
訣
　
漢
音
反
之
訣
　
唐
韻
雅
俗
之
排

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
著
者
の
名
は
、
通
俗
西
遊
記
の
翻
訳
者
の

一
人
と
し

て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
序
を
書
い
て
い
る
小
田
真
卿
は
、
『
浪
華
郷
友

録
』
寛
政
二
年
版
に
、

田
真
卿
、
字
淳
夫
、
号
萱
洲
、
順
慶
町
壱
丁
メ
、
小
田
貞
庵

と
み
え
、
三
沢
諄
治
郎

『韻
鏡
諸
本
並

に
関
係
書
目
』
で

「韻
学
図
解
」

「韻
学
蘊
要
」
（と
も
に
、
三
沢
氏
蔵
）
、
国
会
図
書
館
蔵
の

『
韻
鏡

一
家
言
』

が
載
せ
ら
れ
る
。

『
韻
鏡

一
家
言
』
は
巻
末
に
天
明
六
年
と
あ
る
写
本
で
あ
る

（門
人
山
中

豊
子
亨
校
）
。
内
容
は
、

漢
音
呉
音
、
五
音
七
音
、
五
音
総
括
図
、
四
声
、
韻
母
、
字
母
、
内
転

外
転
、
清
濁
、
軽
重
、
開
口
合
口
、
経
史
音
釈
、
反
切
弁
解
、
反
切
名

義
、
反
切
頌
、
反
切
五
法

釜
【
和
、
双
声
、
畳
韻
、
類
隔
、
往
還
）
、

駁
六
例

（寄
声
、
寄
韻
憑
韻
、
広
通
偏
狭
、
憑
切
）

で
あ
る
。
『
日
本
漢
字
学
史
』
で
も
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
、
狙
篠

の
名
が
、

「本
邦
梃
壕
狙
篠
先
生
春
墓
先
生
あ
り
て
最
も
韻
學
に
精
し
く
音
繹
も
殊
に

詳
か
な
り
」
と
あ
る
程
度
だ
が
、
後
に
引
く
よ
う
に
、
『韻
業
』
『
解
経
秘

蔵
』
と
通
じ
る
部
分
が
あ
る
。

三

さ
て
、
『解
経
秘
蔵
』
（
な
ら
び
に

『
要
略
し

に
は
、
中
国
古
典
に
お
け

る
訓
注
を
分
類
し
た
、
「十
二
疇
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
『
解
経
秘
蔵
』
に

よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

正
直
音
訓
　
　
五
音
清
濁
韻
母
軽
重
皆
同

傍
直
音
訓
　
　
五
音
清
濁
軽
重
皆
同
、
而
韻
母
相
通

正
同
音
訓
　
　
在
四
字

一
紐
中



傍
同
音
訓

＊
　
五
音
清
濁
呼
吸
皆
同
。
而
傍
紐

類
同
音
訓
　
　
五
音
清
濁
皆
同
。
而
呼
吸
異
紐

協
同
音
訓

＊
　
不
問
呼
吸
。
唯
五
音
同
。
而
清
濁
異
紐

正
同
韻
訓
　
　
不
問
五
音
清
濁
唯
軽
重
同
。
而
列
干

一
韻
母

傍
同
韻
訓
　
　
不
間
五
音
清
濁
唯
軽
重
同
。
而
列
干
通
韻
母

音
義
二
合
訓
　

一
字
兼
二
義
者
。
以
二
字
訓
之

合
音
訓
　
　
　
二
字
存

一
義
者
。
以

一
字
代
之

同
字
訓
　
　
　
不
仮
他
字
音
韻
訓
釈
。
直
用
其
本
義

借
義
訓
　
　
　
不
借
音
韻
唯
借
同
義
訓
之

翁
＊
」
に
つ
い
て
は
後
述
）

こ
れ
が

『韻
柔
』
の

「十
鰭
」
と
、
よ
く
似
て
い
る
。
「
正
直
音
訓
」
と
、

『韻
柔
』
で
、
そ
れ
に
対
応
す
る

「経
正
音
法
」
を
並
べ
て
み
る
。

易
日
。
晋
者
進
也
。
進
必
有
所
傷
。
又
曰
。
略
者
。
合
也
。
物
不
可
以
荀

合
而
己
。
又
日
。
離
麗
也
。
日
月
一麗
乎
天
。
論
語
日
。
政
者
。
正
也
。
子

帥
而
正
。
敦
敢
不
正
。
孟
子
日
。
征
之
篤
言
正
也
。
各
欲
正
已
。
又
日
。

仁
也
者
人
也
。
合
而
言
之
道
也
。
又
日
。
洛
水
者
。
洪
水
也
。
又
史
記
作

鴻
水
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
要
略
』

易
日
。
晋
者
。
進
也
。
又
日
。
離
者
。
一麗
也
。
又
日
。
略
者
。
合
也
。
證

日
。
仁
者
。
人
也
。
又
日
。
刑
者
。
側
也
。
論
語
日
。
政
者
。
正
也
。
孟

子
日
。
征
之
震
言
正
也
。
又
日
。
降
水
者
。
洪
水
也
。

右
五
音
清
濁
。
韻
母
軽
重
。
皆
同
。
名
日
正
直
音
訓
。
　

『解
経
秘
蔵
』

易
日
。
晋
。
進
也
。
略
。
合
也
。
離
。
一麗
也
。
論
語
日
。
政
者
。
正
也
。

孟
子
日
。
征
之
篤
言
正
也
。
又
日
。
海
水
者
。
洪
水
也
。
【
史
記
作
鴻

水
。
】
又
曰
。
仁
者
。
人
也
。
【
又
出
中
庸
。
】

右
経
正
音
法

【
五
音
清
濁
軽
重
。
韻
母
。
皆
同
者
。
以
是
相
訓
。
】
『韻
築
』

上
記
の
よ
う
に
、
挙
例
も
含
め
て
似
て
い
る
。
「
正
直
音
訓
」
「経
正
音

法
」
以
外
に
つ
い
て
、
そ
の
対
応
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

『韻
柔
』
十
鰭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
解
経
秘
蔵
』
十
二
疇

一
、
経
正
音
法
　
　
　
　
　
　
　
正
直
音
訓

二
、
経
芳
音
法
　
　
　
　
　
　
　
傍
直
音
訓

三
、
経
同
音
法
　
　
　
　
　
　
　
正
同
音
訓

四
、
傍
同
音
法
　
　
　
　
　
　
　
類
同
音
訓

五
、
緯
正
韻
法
　
　
　
　
　
　
　
正
同
韻
訓

六
、
緯
傍
韻
法
　
　
　
　
　
　
　
傍
同
韻
訓

七
、
音
義
和
合
法
　
　
　
　
　
　
立日
義
二
合
訓

八
、
合
音
詰
法
　
　
　
　
　
　
　
合
音
訓

九
、
同
字
詰
法

（直
用
本
訓
）

同
字
訓

十
、
借
義
詰
法
　
　
　
　
　
　
　
借
義
訓

「傍
同
音
訓
」
と

「協
同
音
訓
」
が
、
『
韻
案
』
に
は
な
い
わ
け
で
あ
る

（十

二
疇
を
挙
げ
た
際
に
＊
を
付
し
て
お
い
た
）
。

四

次
に
、
四
声
の
条
を
見
る
。
『
韻
案
』
で
、



平
上
去
入
。
謂
之
四
費
。
四
聾
之
出
。
猶
四
時
之
運
。
音
韻
均
呼
。
無

有
低
昂
。
謂
之
平
啓
。
韻
昂
於
音
。
謂
之
上
啓
。
韻
低
於
音
。
名
之
去

聾
。
韻
尾
迫
断
。
名
之
入
啓
。
四
書
之
等
。
韻
異
音
同
。
故
謂
之
四
啓

一
音
。
四
聾
以
音
紐
之
。
故
名
之
四
字

一
紐
。
四
啓
之
名
。
雖
起
乎
沈

約
。
然
其
賞
在
古
。
徴
之
毛
詩
老
子
韻
。
大
量
四
聾
各
存
。
唯
古
之
用

書
。
非
如
後
世
韻
書
限
之
者
。
且
如
舌
字
。
古
有
平
音
。
今
唯
入
聾
。

其
義
見
説
文
。
繹
名
亦
論
之
。
可
以
観
己
。

と
あ
る
部
分
が
、
「解
経
秘
蔵
要
略
」
で
は
、

平
上
去
入
。
謂
之
四
聟
。
四
聾
之
出
。
猶
四
時
之
運
。
音
韻
均
呼
。
無

高
卑
。
謂
之
平
啓
。
韻
高
於
音
。
称
之
上
啓
。
韻
卑
於
音
。
名
之
去
聾
。

韻
尾
短
促
。
号
之
入
贅
。
四
聾
之
位
。
韻
異
音
頭
同
。
故
謂
之
四
書

一

音
。
四
聾
以
音
頭
紐
之
。
故
又
謂
之
四
字

一
紐
。
（中
略
）
四
聾
之
名
。

雖
出
乎
沈
約
。
然
其
賞
在
古
実
。
六
経
諸
書
韻
。
大
抵

四
聟
各
存
。

（中
略
）
古
之
用
字
。
通
干
四
声
協
於
五
音
。
非
如
後
世
韻
書
限
之
者
。

（中
略
）
又
如
舌
字
。
古
興
巻
字
通
。
今
唯
入
書
。
世
儒
何
知
興
巻
通

平
声
也
。
知
者
惟
劉
熙
許
慎
耳
。

『
解
経
秘
蔵
』
で
は
、

平
上
去
入
。
謂
之
四
書
。
四
書
之
出
。
猶
四
時
之
運
。
音
韻
均
呼
。
無

高
卑
。
謂
之
平
啓
。
此
春
之
気
也
。
韻
高
於
音
。
称
之
上
書
。
此
夏
之

気
也
。
韻
卑
於
音
。
名
之
去
聾
。
此
秋
之
気
也
。
韻
尾
短
促
。
琥
之
入

聾
。
此
冬
之
気
也
。
四
贅
之
位
。
韻
異
音
頭
同
。
故
謂
之
四
書

一
音
。

四
書
以
音
頭
紐
之
。
故
又
謂
之
四
字

一
紐
。
（中
略
）
四
聾
之
名
。
雖

出
於
沈
約
。
其
賞
在
乎
古
尖
。
六
経
諸
書
韻
。
大
抵
四
馨
各
存
。
（中

略
）
古
之
用
字
。
通
干
四
声
。

ま
た
、
『韻
鏡
古
音
正
図
』
で
も
、

平
上
去
入
。
謂
之
四
書
。
四
馨
之
出
。
猶
四
時
之
運
也
。
調
音
貴
其
和

平
。
故
初
嚢
声
為
平
声
。
斯
春
之
気
也
。
高
呼
猛
烈
強
為
上
聾
。
斯
夏

之
気
也
。
過
去
哀
遠
為
去
書
。
斯
秋
之
気
也
。
短
促
急
収
蔵
為
入
聾
。

斯
冬
之
気
也
。

と
な

っ
て
い
て
、
多
く
の
部
分
で
共
通
し
て
い
る
。
『
唐
韻
指
迷
』
に
は
、

狙
篠
翁
日
、
音
韻
均
呼
。
無
低
昂
。
謂
之
平
聾
。
韻
昂
於
音
。
謂
之
上

書
。
韻
低
於
音
。
謂
之
去
贅
。
韻
尾
迫
断
。
謂
之
入
馨
。

と

し

、是
実
に
骨
髄
の
説
。
諸
子
の
説
く
所
に
似
ず
。

と
評
価
し
て
い
る
。

小
田
真
卿

『
韻
鏡

一
家
言
』
に
は
、

平
上
去
入
。
名
之
四
啓
。
四
書
之
出
。
猶
四
時
之
運
。
音
韻
均
呼
。
無

低
昂
者
。
謂
之
平
書
。
韻
昂
於
音
。
謂
之
上
馨
。
韻
低
於
音
。
名
之
去

聾
。
韻
尾
迫
断
。
名
之
入
聾
。
（中
略
）
。
四
聾
之
等
。
韻
異
詩
音
同
。

故
謂
之
四
啓

一
音
。
或
縦
呼

一
音
也
。
四
書
以
音
紐
之
。
故
名
之
四
字

一
紐
。

と
あ
る
が
、
『解
経
秘
蔵
』
と
も

『韻
栗
』
と
も
書
か
れ
て
い
な
い
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
四
声
の
記
述
は
、
康
熙
字
典
に
引
か
れ
る
こ
と
で
知

ら
れ
る
、

平
贅
平
道
莫
低
昂
、
上
聾
高
呼
猛
烈
強
、
去
書
分
明
哀
遠
道
、
入
書
短

促
急
収
蔵



と
の
関
連
が
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
上
声
や
去
声
に
つ
い
て
は
、
よ
り
具
体
的

に
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
上
声
は

「韻
が
音
よ
り
も
高
い
」
と
い
う

の
は
、
上
昇
調
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
去
声
が

「韻
が
音
よ
り
も
低
い
」
と

い
う
の
は
下
降
調
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
『
唐
韻
指
迷
』
で
は
、
康

熙
字
典
の
記
述
を
引
い
た
上
で
、
そ
れ
ら
に
比
し
て
狙
篠
の
説
を
高
く
評
価

し
て
い
る
。
康
熙
字
典
に
引
か
れ
る
上
掲
の
記
述
自
体
は
、
唐
宋
の
頃
か
ら

で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
れ
が
日
本
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、

康
熙
字
典
に
載
せ
ら
れ
て
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
『韻
鑑
古
義
標
註
』

の
補
遺
巻

（元
文
三
年
）
に

康
熙
字
典
云
、
平
書
平
道
莫
低
昂
、
上
啓
高
呼
猛
烈
強
、
去
啓
分
明
哀

遠
道
、
入
啓
短
促
急
収
蔵

と
引
用
さ
れ
る
の
が
早
い
と
こ
ろ
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
後
、
『
磨
光
韻

鏡
』
で
も
引
用
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
四
声
の
調
値
を
漠
然
と
し
た
も
の
で

あ

っ
て
も
示
し
た
も
の
は
少
な
く
、
こ
れ
の
他

に
は
、
『
元
和
韻
譜
』
の

（
９
）

「
平
聾
者
哀
而
安
」
の
よ
う
な
、
高
低
を
示
さ
な
い
も
の
し
か
な
い
。

康
熙
字
典
は
、
康
熙
五
十
五
年
の
成
立
、
日
本
の
享
保
元
年
に
あ
た
る
。

享
保
五
年
に
は
日
本

に
渡

っ
て
き
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
享
保
十

一
年
の

（
ｎ
）

『
韻
鑑
古
義
標
註
』
で
も
利
用
さ
れ
て
お
り
、
響
子
保
九
年
甲
辰
八
月
」
２

七
二
四
年
）
と
い
う

「韻
業
」
（狙
篠
の
歿
は
享
保
十
三
年
）
に
引
か
れ
て

い
る
の
は
、
不
可
能
で
は
な
い
が
、
か
な
り
早
い
影
響
と
言
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
も
、
そ
の
ま
ま
引
く
の
で
は
な
く
、
影
響
を
受
け
た
と
い
う
よ
う
な
形

に
な

っ
て
い
る
の
が
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

い
く
ら
、
狙
篠
が
唐
音
を
学
び
、
唐
音
で
経
典
を
読
む
こ
と
を
薦
め
た
と

は
い
え
、
自
身
で
唐
音
を
観
察
し
た
こ
と
だ
け
か
ら
四
声
の
上
が
り
下
が
り

を
記
述
し
た
、
と
い
う
の
も
考
え
に
く
い
所
で
あ
る
。
韻
書
の
四
声
と
現
実

の
声
調
と
の
対
応
関
係
は
単
純
な
も
の
で
は
な
く
、
も
し
現
実
の
声
調
を
記

述
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
例
え
ば
、
陽
平
と
陰
平
に
つ
い
て
も
言
及
が
あ
る
は

ず
で
あ
る
。
狙
篠
学
派
に
唐
音
を
教
え
た
岡
島
冠
山
も
四
声
に
つ
い
て
は
、

韻
書
の
四
声
を
示
す
だ
け
で
、
当
時
の
声
調
や
、
そ
の
上
が
り
下
が
り
に
つ

い
て
の
言
及
は
な
い
。

五

『韻
栗
』
の

「
国
会
本
」
で
は
、
本
文
の
後
に
、
図
が
十

一
あ
る
。
こ
れ

は
、
韻
鏡
古
音
正
図
と
対
応
し
て
い
る
。

○
韻
案
附
録
　
　
　
○
韻
鏡
古
音
正
図

内
転
第

一　
　
　
内
転
第

一

内
転
第
二
　
　
　
内
転
第
二

（な
し
）
　

　

　

内
転
第
二

内
転
第
二
　
　
　
内
転
第
四

内
転
第
四
　
　
　
内
転
第
六

内
転
第
五
　
　
　
内
転
第
七

内
転
第
六
　
　
　
内
転
第
五

外
転
第

一　
　
　
外
転
第

一

外
転
第
二
　
　
　
外
転
第
二

外
転
第
二
　
　
　
外
転
第
二



外
転
第
四
　
　
　
外
転
第
四

外
転
第
五
　
　
　
外
転
第
五

他
の
荻
生
狙
篠
の
韻
学
書
と
し
て
は
、
湯
沢

（
二
〇
〇
六
）
も
指
摘
す
る

よ
う
に
、

○

「
韻
鏡
抄
」
「
片
玉
集
』
八
十
五
　
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
、
津
村
正
恭
編
、

安
永
～
寛
政
）
国
文
学
研
究
資
料
館

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る

直
音
拗
音
図
、
五
音
五
位
次
第
、
七
音
総
括
図
、
三
十
六
字
母
帰
納
助

紐
字
、
韻
鏡
帰
字
例
、
六
対
十
二
反
、
五
音

（開
奮
に
出
）
、
韻
鏡
頭

書

（大
田
氏
作
）

○

「譲
園
遺
編
」
巻
之
四
　
　
　
　
　
　
『
荻
生
狙
篠
全
集
』
第
十
八
巻

と
い
っ
た
も
の
が
あ
る
が
、
『
韻
梁
』
と
の
関
連
は
見
出
し
が
た
い
。

ユハ

以
上
、
荻
生
狙
篠
と
寺
尾
東
海
の
韻
学
に
つ
い
て
比
較
し
て
き
た
。
狙
篠

は
著
名
な
人
物
だ
が
、
東
海
は
無
名
で
あ
る
。
単
純
に
見
る
と
、
狙
篠
の
韻

学
を
東
海
が
真
似
た
も
の
と
み
る
こ
と
も
出
来
そ
う
だ
が
、
『
解
経
秘
蔵
要

略
』
の
序
文
に
言
う
よ
う
に
、
東
海
の
韻
学
を
狙
篠
の
韻
学
で
あ
る
と
誰
か

が
偽

っ
た
可
能
性
も
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

も
し
、
「韻
柔
」
が
狙
篠
の
考
え
を
伝
え
る
も
の
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、

寺
尾
東
海
や
尾
形
貞
斎
、
小
田
真
卿
等
の
書
は

『
韻
業
』
の
異
文
を
伝
え
る

資
料
と
し
て
の
価
値
を
主
張
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

呉
音
者
。
呉
人
沈
顧
所
呼
。
唯
牙
音
次
濁
有
之

（誤
脱
ア
ラ
ン

【
狙
篠

全
集
校
者
の
付
記
じ
。
此
風
土
之
所
致
。
莫
如
之
何
己
実
。
牙
音
次
濁
。

自
同
干
唇
喉
次
濁
。
呉
人
以
喉
音
全
清
呼
之
。
其
説
見
韻
會
。
（韻
柔
）

呉
音
者
。
呉
人
沈
約
所
呼
。
惟
牙
音
次
濁
有
之
。
韻
会
韻
例
日
。
呉
音

角
次
濁
音
。
雅
音
羽
次
濁
音
。
是
也
。
牙
音
次
濁
正
音
。
自
同
干
唇
喉

次
濁
。
以
喉
音
全
清
呼
之
。
其
説
見
韻
會
。
（解
経
秘
蔵
要
略

。
音
韻
）

呉
音
者
。
呉
人
沈
約
所
呼
。
比
諸
漢
音
自
不
正
臭
。
故
不
正
音
者
。
総

称
呉
音
。
牙
音
次
濁
必
有
呉
音
。
牙
音
次
濁
正
音
。
自
同
干
喉
音
次
濁
。

以
喉
音
全
清
呼
之
。
斯
呉
音
也
。
　
　
　
　
　
　
（解
経
秘
蔵

・
音
韻
）

呉
音
者
。
呉
人
顧
野
王
沈
約
所
唱
。
唯
牙
音
次
濁
有
之
。
韻
会
音
例
日
。

呉
音
属
疑
母
字
、
廼
雅
音
属
喩
母
者
。
呉
音
角
次
濁
音
。
雅
音
羽
次
濁

音
。
是
也
。
此
呉
人
水
土
之
所
致
。
不
知
然
而
然
耳
。
按
牙
音
次
濁
音
。

自
同
干
唇
喉
次
濁
音
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（韻
鏡

一
家
言
）

と
い
う
よ
う
に
、
狙
篠
全
集
の
校
訂
に
於
て

「
誤
脱
あ
ら
ん
」
と
さ
れ
た
箇

所
の
異
文
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

『唐
韻
指
迷
』
に
は
、
他
に
も

『
韻
彙
』
の
影
響
下
に
あ
る
部
分
が
あ
る
。

組
篠
氏
日
、
字
音
清
濁
あ
り
、
軽
重
あ
り
。
此
を
知
ら
ぎ
る
時
は
朦
昧

た
り
。

こ
れ
は

『韻
案
』
の

「
六
則
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

同
じ
く
、
「
狙
篠
翁
内
外
転
軽
重
音
秘
訣
」
は
、
『韻
案
』
の

「韻
母
通
韻



図
」
（狙
篠
全
集
の
六
七
六
～
六
七
七
頁
）
に
相
当
す
る
。

略
年
表

ド
ピ
Φ　
享
保
元
年
　
康
熙
字
典
刊

ド
記
卜
　
享
保
九
年
八
月
　
韻
案
識
語

ド記
Φ
　
享
保
十

一
年
　
文
雄
、
江
戸
を
離
れ
京
都

ヘ

ド
だ
∞
　
享
保
十
三
年

一
月
　
狙
篠
没

Ｈ
ぜ

　ヽ
延
享
元
年
　
春
台
に
よ
る
磨
光
韻
鏡
序

Ｈ
ｄ
∞
　
宝
暦
三
年
　
荻
生
狙
篠

『
中
庸
解
』
版
本
巻
末

「
物
夫
子
著
述
書
目

記
」
に

「韻
業
」

Ｈ
ｄ
∞
　
宝
暦
八
年
　
『
南
郭
文
集
』
に

「物
夫
子
著
述
書
目
記
」
「韻
柔
」

ドポ
∞　
宝
暦
十
三
年
　
文
雄
没

ドヨ
Ｎ
　
安
永
元
年
春
　
『
三
音
矩
』

識
語
　
新
正
秀

（九
州
大
学
文
学
部

蔵
）

ド
コ
∞
　
安
永
二
年
夏
五
月
　
『
韻
鏡
古
音
正
図
』

有
馬
正
邦

（彦
直
）
序

安
永
二
年
秋
重
陽
　
『
韻
鏡
古
音
正
図
』

有
馬
正
邦

（彦
直
）
識
語

ド
ミ
ヽ
　
安
永
三
年
夏
　
『
韻
鏡
古
音
正
図
』

野
口
長
通

（伯
通
）
序

ト
ミ
い　
安
永
四
年
秋
九
月
　
『
解
経
秘
蔵
』

東
海
寺
尾
正
長
序

Ｈ
認
Ｈ　
天
明
元
年
間
五
月
　
『
解
経
秘
蔵
要
略
』

東
海
寺
尾
正
長
字
子
長
序

（同
夏
刻
）

一
お
い
　
天
明
五
年
正
月
　
『
解
経
秘
蔵
』

刊
　
皇
都
書
林
六
津
と

「浪
花
大

野
木
市
兵
衛
」

天
明
五
年
夏
五
月
　
『
解
経
秘
蔵
』

石
井

一
貫
堅

（鏡
山
）
序

卜
ご
Φ
　
天
明
六
年
丙
午
二
月
刊

の

『韻
鏡
反
切
名
乗
即
鑑
』
（廣
瀬
幽
閑

末
流
　
加
州
金
澤
　
多
田
秀
洞
識
）
、
序

「
東
海
」
は
寺
尾
東
海
か

（三
沢
諄
治
郎

（
一
九
五

一
と
。
浪
華
書
津
河
内
屋
喜
兵
衛

天
明
六
年
十
二
月
　
小
田
真
卿

『韻
鏡

一
家
言
』
識
語

ド認
∞
　
天
明
八
年
八
月

『
陰
符
経
摘
玄
』
『黄
帝
陰
府
経
指
玄
』
開
版
出
願

（
こ
の
時
以
降
次
頁
以
前
に
寺
尾
東
海
没
―
―

『
漢
文
学
者
総
覧
』

は
安
永
中
と
す
る
が
誤
）

ド
ご
Φ
　
寛
政
八
年
夏
五
月

『
解
経
秘
蔵
』
羽
富

謙

伯
益

（羽
謙
）
「解
経

秘
蔵
大
旨
」
述

「
此
書
既
に
梓
行
す
れ
ど
も
世
に
學
ぶ
者
少
し
」

（刊
記

天
明
の
も
の
に
加
え
、
皇
都
書
林

京
御
幸
町
御
池
下

ル
町

菱
屋
孫
兵
衛
板
）

卜
ご
０　
寛
政
十

一
年
霜
月
　
尾
形
貞
齋

『唐
韻
指
迷
』
小
田
真
卿

ド曽
ド　
享
和
辛
酉
　
文
雄

『
磨
光
韻
鏡
余
論
』
利
法
例
言

圧̈（１
）

近
世
人
名
録
集
成
、
勉
誠
社
。

（２
）

『開
版
御
願
書
拍
』
で
は
残
っ
て
い
な
い
。
「陰
符
経
摘
玄
」
も
同
じ
。

（３
）

『大
阪
本
屋
仲
間
記
録
』
第
十
七
巻
二
四
〇
頁
で
は

「韻
鏡
古
音
正
固
」。

（４
）

『国
書
総
目
録
』
で

「大
阪
府
石
崎
」
が

「安
永
四
版
」
と
な
っ
て
い
る

が
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
石
崎
文
庫
本
も
天
明
五
年
の
刊
記
が
あ
り
、

安
永
四
年
は
序
の
年
記
を
と
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（５
）

岡
井
慎
吾

『
日
本
漢
字
学
史
』
で
、
「
此
書
既
に
梓
行
す
れ
ど
も
世
に
學

ぶ
者
少
し
」
と
て
態
々
大
旨
の
一
篇
を
添
へ
た
も
皮
肉
だ
」
と
評
さ
れ
て
い

Ｚ
つ
。



（６
）

『
日
本
漢
字
学
史
』
に
引
く
、
岡
井
氏
に
よ
る
訓
読
。

（７
）

一し
し
で
の

「音
」
は
頭
子
音
の
意
味
で
あ
り
、
頭
子
音
と
韻
母
の
高
低
を

比
較
す
る
こ
と
で
上
昇

・
下
降
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

（
８
）

劉
復

『
四
声
実
験
録
』
。

（
９
）

劉
復

『
四
声
実
験
録
』
、
小
西
甚

一
『文
鏡
秘
府
論
の
研
究
』
、
金
田

一
春

彦

『
国
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
史
的
研
究
』
、
高
松
政
雄

『
日
本
漢
字
音
概
論
』

な
ど
。

（１０
）

『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
「康
熙
字
典
」
の
項

（倉
田
淳
之
助
）
に
よ
る
。

（
ｎ
）

四
声
に
つ
い
て
の
引
用
は
元
文
の
増
補
の
部
に
あ
る
が
、
康
熙
字
典
の
他

所
か
ら
の
引
用
は
、
元
文
の
増
補
で
な
い
、
享
保
の
原
刊
本
に
も
見
え
る
。

（
‐２
）

解
題

（
日
野
龍
夫
）
で
は

「
『韻
鏡
』
の
注
釈
書

（恐
ら
く
は
宝
永
二
年

刊
の

『
韻
鏡
諸
抄
大
成
し

の
用
語
を
見
出
し
の
よ
う
に
標
記
し
て
、
そ
れ

に
つ
い
て
説
明
を
加
え
た
巻
で
あ
る
」
と
す
る
が
、
『韻
鏡
諸
抄
大
成
』
で

あ
る
と
の
認
定
の
根
抜
は
不
明
で
あ
る
。

（‐３
）

岡
井
慎
吾

「論
語
徴
に
あ
ら
は
れ
た
る
音
韻
論
」
（
『柿
堂
存
稿
』
）
も
あ

る
が
、
『
韻
築
』
等
と
の
関
連
は
見
出
し
が
た
い
。

（
‐４
）

「此
れ
甚
だ
秘
す
る
所
な
り
と
い
へ
ど
も
柱
げ
て
公
世
を
慮
る
」
と
あ
る
。

参
考
文
献

岡
井
慎
吾

（
一
九
二
四
）
『
日
本
漢
字
学
史
』
明
治
書
院

三
沢
諄
治
郎

（
一
九
五

一
）
『韻
鏡
諸
本
並
に
関
係
書
目
』
著
者
自
刊

湯
沢
質
幸

（
二
〇
〇
六
）
「
近
世
韻
学
に
お
け
る
呉
音
漢
音
の
分
類
と
韻
鏡
―
狙

篠
と
文
雄
―
」
『
筑
波
大
学
地
域
研
究
』
第
二
七
号

付
記本
稿
は
、
第
三
四
回
中
部
日
本

。
日
本
語
学
研
究
会

（
二
〇
〇
三
年
五
月

一
〇

日

刈
谷
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
）
で
発
表
し
た
も
の
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ

る
。
引
用
に
際
し
て
、
片
仮
名
を
平
仮
名
に
あ
ら
た
め
、
漢
字
も
通
用
の
字
体
に

改
め
た
が
、
「韻
柔
」
の

「業
」
字
な
ど
、
も
と
の
字
体
を
残
し
た
も
の
も
あ
る
。

本
文
中
に
示
し
た
も
の
の
他
に
、
『解
経
秘
蔵
』
は
、
家
蔵
本

。
九
州
大
学
蔵

本

・
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
本
等
に
よ
っ
た
。

校
正
時
付
記

平
声
を

「無
低
昴
」
と
す
る
な
ど
、
四
声
の
調
値
に
言
及
す
る
記
述
が
、
湯
浅

重
慶

『韻
鏡
問
答
妙
』
に
見
ら
れ
た
。
貞
享
四

（
一
六
八
七
）
年
の
刊
で
あ
り
、

『康
熙
字
典
』
よ
り
も
古
い
記
述
で
あ
る
。

（お
か
じ
ま

。
あ
き
ひ
ろ
　
本
学
大
学
院
准
教
授
）


